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We proposed that the novel cultivation method, which was cultivated with Glycyrrhiza uralensis Fisher by 

using a plastic tube (the length: 50-100 cm), could be extremely useful for selection, breeding, and production of 

pharmaceutically fine strains. And for the purpose of selecting a fine strain for commercial cultivation, seven strains 

of Glycyrrhiza uralensis Fisher were investigated. Glycyrrhizin (GL) content of strain A-19 cultivated for one year 

showed 5.04% of dry weight, and in the three-year-old plant, the fresh weight was 154.9 g and GL content was 6.09% 

of dry weight. Furthermore, strain G-6 cultivated for three years was growing vigorously, the fresh weight and GL 

content were 236.7 g and 3.39% of dry weight, respectively. Thus strain A-19 and G-6 could be pharmaceutically 

fine strains for commercial cultivation in Japan. Moreover, a reversed-phase HPLC method for the quantification of 

liquiritigenin (LIQ), isoliquiritigenin (ISO) and formononetin (FOR) in licorice was developed. The flavonoid contents 

along with the glycyrrhizin content of cultivated licorice from seedling plants in Japan and commercial wild licorice 

were investigated. This method could be extremely useful for evaluating the quality of licorice.
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1.  はじめに

　漢方薬の歴史は古く，現在，国内で使用されて

いる漢方薬の多くは，今から約二千年前に創製さ

れたものである．近年，世界的に各国の伝統医学

が見直され，医療先進国の日本においても，非常

に多くの人々が漢方薬を必要としており，漢方医

学が現代医療のなかで重要な役割を果たしてい

る．この漢方処方（医療用漢方製剤 148 処方，一

般用漢方製剤 236 処方）の約 70 % に配合されて

いる生薬が「甘草」であり，様々な処方の効果発

現に大きく関与している重要生薬である．即ち，

品質の安定した甘草の確保が不可欠であり，甘草

の品質低下は漢方薬の約 70 % の品質に影響を与

えることになる．

　 一 方， 甘 草 の 基 原 植 物 は ウ ラ ル カ ン ゾ ウ
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Glycyrrhiza uralensis Fisher およびスペインカンゾ

ウ G. glabra Linné の 2 種で，その主成分であるグ

リチルリチン (GL) はアレルギー性の炎症疾患や慢

性肝炎などの治療にも汎用される．これらの基原

植物は日本国内に自生しておらず，すべての甘草

を中国やモンゴルなどからの野生品の輸入に頼っ

ている（2009 年の年間輸入量は約 1400 t，1990

年では 6000 t）．しかしながら，近年，中国政府は，

砂漠化問題などの環境保護の観点から，固砂作用

を有する Glycyrrhiza 属植物や Ephedra 属植物の

野生植物資源の採取，輸出を規制している
1)
．これ

らの規制が，産出量の減少や品質の変動に大きく

つながり，世界的な甘草不足を引き起こしている．

今後，これまでの様な価格の安い中国産生薬を安

定的に確保することが難しくなるということを十

分に認識しなければならない．

　以上の背景から，我々は，日本国内でのウラル

カンゾウの栽培技術の開発を行うことで，カンゾ

ウ属植物の野生資源枯渇を防止し，2000 年の歴

史ある漢方薬を絶やす事無く，2000 年後の未来

へ伝えて行くという大きな目標で研究を続けてい

る．

　この総説では，最近 5 年間で行った基礎研究を

中心に薬用植物栽培に関する多くの問題点や今後

の展開について述べたい．

2.  栽培法の検討

　カンゾウ属植物は，数メートル下の地下水を求

めて主根を伸ばし，乾燥地帯でも生育することが

できる．さらに地表近くをストロンが走り，生育

場所を広げる．このような特徴からは，収穫にか

なりの労力が必要であると予想できた．そこで，

我々は，塩化ビニール製のパイプを用いた筒栽培

法（Fig. 1）で，実験を試みている
2)
．この方法は系

統間でのコンタミネーションを防ぎ，生育年数の

明確な主根を得ることができるので系統選抜など

の実験系での栽培には大変優れている．この総説

での栽培は全て筒栽培法を用いた（栽培条件等は

文献 2) を参照願いたい）．しかしながら，大規模

での栽培にはコスト面や廃パルプ処理など問題点

も多い．より工夫された実用栽培法の確立が急務

である． 

3.  優良個体の選抜
3)

　ウラルカンゾウの自生地は中国東北部やモン

ゴルの乾燥地帯で，平均温度も日本より低い．

そこで，国内外の薬用植物園などから種苗交換

等で導入したウラルカンゾウの中で生育が国内

（特に大阪，京都）でも良いと考えられた 7 系

統について予備栽培実験を行った．これらの形

態学的および形質的特性を Table 1 にまとめた．

これらの系統のうち，2000 年に開花結実した 5

系統より種子を採取し，優良個体調査を行った．

調査結果を Table 2 および Fig. 2 に示した．

　これらの調査結果からは，私達の優良個体選抜

の指標値であった生根重が 200 g 以上で GL 含量

が 2.50 % 以上を示すものはなかった．しかし，

これまでの蓄積したデータでは，ストロン（走出

茎）を用いた苗 (RP) や地上部からの節培養で増

殖させた挿し芽苗 (CP) の GL 含量は実生苗 (SP) の

それより高くなるということがわかっている．そ

こで，指標値に準ずる値を示した 3 個体（Strains 

A-19, A-17, G-6）および対照として GL 低含量の

2 個体（Strains A-16, G-2）を一次選抜し，それ

らの RP を作製し，検討を行った．これらの 5 個

体の 1 年生および 2 年生の地下部の生育量ならび

Fig. 2.  Relationship Between the Root Weight and Content of Glycyrrhizim in Fifty-nene Biennial Plants 

Fig. 1.  Cultivation by Using a Plastic Tube 
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に GL 含量を調査した結果を Table 3 に示した．

これらの結果は 1 次選抜の結果をよく反映して

いた．即ち，GL 低含量および GL 高含量の個体

は，それぞれ個々の性質を維持していた．また，

同一個体の SP と RP では，GL 含量に差が認め

られ，我々の予想どおり，RP で高値になること

が確認できた．以上の結果より，優良個体とし

て Strain A-19 および Strain G-6 を選抜すること

ができた．さらに，これら 2 個体の年次経過を

3 年間調査し，優良個体であることを確認した

（Table 4）．今後，更なる生産栽培に適した優良

系統を見出すためには個体の選抜が不可欠であ

る．

4.  栽培甘草の化学的品質評価
4)

　現在の市場にみられる甘草は，野生品を由来

としており，その生育年数も 5 年以上のものが

大半を占めていると予想される．このような中で，

国内での栽培は，その採算性から考えて，栽培年

数を 2 年とする目標を設定した．そこで，SP を

植え付けた後，1 年生および 2 年生の根およびス

トロンについて化学的品質評価を試みた．

4.1  測定成分

　第 15 改正日本薬局方では，甘草の主成分であ

る GL を 2.5 % 以上含まなければならないと規定

している．そこで，品質評価には GL 含量調査は

絶対不可欠なものである．さらに市場品と栽培甘

草の比較が目的であるため，フラボノイド成分

についても含量調査を行った．即ち，甘草には

Fig. 3 に示したようなフラボノイド配糖体を含有

しており，これらが抗酸化活性，抗炎症活性，抗

腫瘍活性，発癌抑制活性など多くの薬理活性を示

すことが報告されている
5-9)

．しかし，これらのフラ

ボノイドを個々に定量することは非常に困難であ

Fig. 3.  Structures of the Principal Flavanones, Chalcones and Isoflavone Glycosides from Licorice.
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る．そこで，これらの配糖体を加水分解すること

により得られる主アグリコンである liquiritigenin 

(LIQ)，isoliquiritigenin (ISO)，formononetine (FOR)

を定量することにより total フラボノイドとして

評価を試みた (Fig. 4)．分析法の詳細については，

Planta Med. に報告しているので，ここでは省略

する
4)
．

4.2  測定結果

　4-1 において設定した成分の測定結果を Table 5

にまとめた．スペインカンゾウ (G. glabra) を除き，

GL 含量は局方規定値を満たした．我々は，漢方

薬に使用されるウラルカンゾウ (G. uralensis) の栽

培を目的としており（スペインカンゾウは主に，

GL 抽出原料や食品添加物として使用されている），

実験を行ったウラルカンゾウの 4 系統については

満足のいくものであった．即ち，2 年間の栽培で

局方に適した甘草が生産可能であることを示唆し

た．しかしながら，今回対照とした市場品は GL, 

LIQ, ISO, FOR のいずれの成分も我々の栽培した

ウラルカンゾウより高値を示した．この結果は，

Table 4 からも予想できるように生育年数の差で

あると予想でき，生育年数が推定 5 年以上のも

のが採集される野生品はその含有成分も高い．し

かし，野生品を由来とする生薬全般に言えること

だが，生育年数や産地の違いによる品質のバラツ

キが大きい．ウラルカンゾウの国内栽培化は品質

の安定した甘草を持続的に供給することを目的と

しており，これを実現するためには GL, LIQ, ISO, 

FOR などの成分を含め総合的な規定が必要である

と考えられる．

　次に，最適な収穫部位を明らかにするため，収

穫した根およびストロンを部位別に成分含量を調

査した (Fig. 5)．それぞれの成分は根の生長点に

近づくほど高値を示した．これらの分析結果は，

今後の収穫部位や栽培法の検討に有益なものであ

る．

Fig. 4.  Acid Hydrolysis of Liquiritin and Isoliquiritin

Fig. 5.  Differences in the LIQ, ISO, FOR and GL Contents in Sections of Root and Stolon 

Table 5. Comparison of LIQ, ISO, FOR and GL Contents in Cultivated Licorice (2 Year Old) from Seeding 

Plants and Commecial Wild Licorice
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5.  今後の課題

　甘草の栽培化だけではなく薬用植物を栽培化す

る時，一般農作物との大きな違いは，市場が小さ

いことである．そのため製薬会社との契約栽培を

念頭に入れなければ成功しない．即ち，生産した

生薬の買い手や出口までを考えなければならな

い．また，これらの薬用植物の栽培は，収穫する

だけではなく，乾燥や調製（修治）が必要である

ことも農家にとって高い壁となる．さらに，必要

最低限の農薬も必要となるが，薬用植物に対する

登録農薬も少なく，登録には時間と費用が掛かる．

そして，最大の問題は，長い栽培年数をかけ収穫

したものは医薬品となるため，薬局方に規定され

ている有効成分含量など一定の品質基準を満たさ

ねば商品とならないという点である．これらの多

くの問題を解決するような栽培研究は，薬用植物

や生薬の専門家である薬用植物園が中心となり進

めていかなければならないと考えている．最近，

薬用植物生産に特化したベンチャー企業もカンゾ

ウの栽培に進出した．このような企業とも積極的

に共同研究を行い，国内での甘草安定供給を早期

に実現させたい．
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